



（Kanton Eupen） と南部のザンクト・フィート郡 （Kanton St. Vith） のふたつ
に分かれるこの領域は、1984 年以来、ドイツ語共同体 （Deutschsprachige Ge-
meinschaft） と呼ばれる独自の共同体を構成している（図 1、図 2 参照）。2019
年の統計によれば、ドイツ語共同体全域の面積は 846.1 km2、人口は 77,185 人
である。ベルギーの大部分はオランダ語共同体 （Flämische Gemeinschaft；人
























治体 （dt. Gemeinde Kelmis / fr. La Calamine）3） に焦点を合わせる。この自治
体はドイツ語共同体の最北端に位置し、東にドイツ国境、北にオランダ国境、
 1） ABEO Ostbelgien （2011: 4） より引用。なお、図中の D はドイツ （Deutschland）、
NL はオランダ（Niederlande）、B はベルギー （Belgien）、L はルクセンブルク 
（Luxemburg）、F はフランス （Frankreich） の略称である。
 2） Ministerium der Deutschsprachigen Gemeinschaft Belgiens （2019: 5） より引用。
 3） ケルミスに最も近い主要都市はドイツのアーヘンである。ケルミスはアーヘンの中
心部から直線距離にしておよそ 8 km 離れている。2019 年の統計によれば、ケルミ
スの面積は 18 km2、人口は 11,091 人で、ドイツ語共同体のなかでは比較的人口密
度の高い自治体である。







領域とは異なり、ケルミスは 1816 年から 1919 年までの 103 年間、中立モレネ 
（Neutral-Moresnet） という独自の構成体を形成していたのである。しかも 20
















 4）第 4 節で後述するように、計画言語とは、その語彙や文法体系が人工的に計画され、
構築された言語のことを指す。計画言語のなかで、母語の異なる人間が意思伝達を
行うための国際補助語 （Welthilfssprache） として世界で最も認知されているのが、
エスペラントである。これは、ポーランドの眼科医ザメンホフ （Ludwik Lejzer 






　はじめに、Parlament der Deutschsprachigen Gemeinschaft Belgiens （2016: 
19-24） の記述に基づいて、ベルギーにおける現在の地方行政区分を確認する。
ベルギー王国、通称ベルギーは、3 つの地域 （Region） と 3 つの共同体 （Ge-
meinschaft） の計 6 つの地方行政区分から成る連邦制国家である。3 つの地域
とは、北部のフランデレン地域 （Flämische Region）、南部のワロン地域 （Wal-





























共同体の外部にも分布している。その領域は、A. マルメディ郡 （Kanton Mal-
medy）、B. モンツェン地方 （Montzener Land）、C. ボホルツ （dt. Bocholz / fr. 
Beho）、D. アレル地方 （Areler Land） の 4 地点に相当する。これらはすべて
フランス語共同体に属している。
　まず、図 3 の A で示されているマルメディ郡は、マルメディ （Malmedy） と




プロイセン（1815-1919 年）、ベルギー（1919-40 年）、ドイツ（1940-45 年）、
ベルギー（1945 年から現在）の各国に帰属してきた。このような共通性に基
づいて、オイペン、ザンクト・フィート、マルメディの 3 郡は、東ベルギー地
 7） 図 3 は GRECC （1990: Karteikarte 81） に基づいて筆者作成。
 8） マルメディ郡の場合、フランス語母語話者が多数を占めているため、現在の共同体
の前身である文化共同体 （Kulturgemeinschaft） が 1970 年初頭に発足した際に、フ
ランス語文化共同体に含められたという経緯がある。
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Bleyberg / fr. Plombières）、バーレ
ン （Baelen）、ウェルケンラート










 9） この領域はプロイセン統治時代にライン州のオイペン郡 （Kreis Eupen） とマルメ














Deutschsprachigen Gemeinschaft Belgiens （2016: 10） によれば、現在のドイツ
語共同体の領域は、1794 年以前のいわゆるアンシャン・レジームの時代に、
北部と南部で異なる国の支配下に置かれていた。すなわち、北部は大部分がリ
ンブルフ公国 （Herzogtum Limburg） に、南部は大部分がルクセンブルク公国 
（Herzogtum Luxemburg）12） に属していたのである。本項では、図 4 の年表に
沿いながら13）、北部の領域を中心として、言語状況の変遷を確認する。
　北部のリンブルフ公国は、1288 年のヴォリンゲンの戦いを機に、ブラバン
ト公国 （Herzogtum Brabant） の支配下に入った。Neuß （2016: 229） によれば、
リンブルフ公国とブラバント公国の領内には、南部のロマンス語系住民に加え
て、北西部にゲルマン語系住民が居住していた。また、ゲルマン語系住民の大
11） アレルはドイツ語共同体の首府オイペンから約 130 km 離れている。ルクセンブル
クの中心部からはおよそ 24 km 北西に位置する。アレルの位置については、第 1
節の図 1 も参照のこと。
12） ルクセンブルク公国は、西部のロマンス語系住民と、東部のゲルマン語（モーゼル
フランケン語）系住民から構成されていた。Neuß （2016: 230） によれば、ルクセン
ブルク公国は 15 世紀にヴァロワ ＝ ブルゴーニュ家の支配下に入り、それ以降、領
内にフランス語の文章語が根付いていった。また Möller （2017: 233） も、18 世紀の
南部において、ドイツ語とフランス語の文章語での公文書が競合していたと述べて
いる。
13） 図 4 は GRECC （1990: Karteikarte 81） より引用。なお、図中の Burg. または Bu. 
はブルゴーニュ （Burgund）、 Öst. はオーストリア （Österreich）、F. はフランス 




に協定によりヴァロワ ＝ ブルゴーニュ家 （Haus Burgund） に相続されている。
前項では、現在のドイツ・ベルギーの国境地帯において複言語的傾向が見られ
ることを示したが、これは、当該地域の長い歴史的伝統に沿ったものであると


























































































（Gemeide Kelmis） を紹介する。その歴史は、ドイツ語でアルテンベルク （Al-
tenberg） と呼ばれる小さな丘の歴史と密接に結びついている。アルテンベル












16） Pauquet （2018） および Schmitz （2018: 11） によれば、アーヘンの Willelmus de 
Roza という人物の遺産相続を調停する 1280 年 3 月 22 日付の文書に初めてケルミ
スの地名が kelms という形で現れる。この名称は keleme に由来し、さらにその起






て一帯の統治権を持っていたブルゴーニュ公のフィリップ善良公 （Philipp der 




レネ村 （Moresnet）19） と合併し、モレネ ＝ ケルミス自治体 （Gemeinde Mores-




17） „La Carrière“ von Jean-Baptiste Bastiné, 1843, Museum Vieille Montagne, Kelmis.
18） 2019 年 8 月、ケルミスにて筆者撮影。
19） Moresnet はドイツ語で「モレスネット」と発音されるが、本稿では「モレネ」の
表記に統一する。
20） ケルミス自治体発行資料 Gemeinde Kelmis （Hrsg.） Zur Geschichte von Neutral 
Moresnet 1816-1919. S.6 によれば、この自治体は、ウルト県のマルメディ郡 （Arron-
dissement Malmedy） のうち、まずヴァルホルン小郡 （Kanton Walhorn） に、後に






エージュ出身の化学者、ジャン ＝ ジャック・ダニエル・ドニー （Jean-Jacques 























ジュ ＝ ウジェーヌ・オスマン （Georges-Eugène Haussmann） によって大規模な改
造が行われたことがよく知られているが、このとき新た建築された建物の屋根の多
くにアルテンベルクの亜鉛が用いられた。当時、「パリで雨が降ると、ケルミスに
滴が落ちる」（Wenn es in Paris regnet, dann tropft es auf  Kelmis.） と言われるほど
であった。Museum Vieille Montagne, Kelmis 常設展示資料参照。
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ニク・モッセルマン （François-Dominique Mosselman; 1754-1840） にアルテ
ンベルク鉱山の経営権を譲渡している。その背景には、ナポレオン戦争におけ

















　1815 年 6 月 9 日に調印されたウィーン議定書は 121 条から成るが、そのうち
第 25 条ではプロイセン、第 66 条ではオランダの国境が次のように定められて
23） Gemeinde Kelmis （Hrsg.） Zur Geschichte von Neutral Moresnet 1816-1919. S.6 参照。




25） Gemeinde Kelmis （Hrsg.） Zur Geschichte von Neutral Moresnet 1816-1919. S.7 参照。
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いる26）。












ズ ＝ アンフェルウール （Meuse inférieure）、ルール （Roer） の 3 県の接点に結
びつく両国の国境線のあり方である。図 7 のように27）、その接点は、ファール
26） 条文の日本語訳は筆者による。原文は次の通り。［第 25 条］ Dans l’ancien dépar-
tement de l’Ourthe les cinq cantons de St. Vith, Malmedy, Cronenburg, Schleiden 
et Eupen avec la pointe avancée du canton d’Aubel au midi d’Aix-la-Chapelle 
appartiendront à la Prusse, et la frontière suivra celle de ces cantons, de manière 
qu’une ligne, tirée du midi au nord, coupera la dite pointe du canton d’Aubel et se 
prologera jusqu’au point de contact des trois anciens départements de l’Ourthe, 
de la Meuse inférieure et de la Roer. / ［第 66 条］ Elle （la frontière） longe ensuite 
ces limites （entre les anciens départements de l’Ourthe et de la Roer） jusqu’à ce 
qu’elles touchent à celles du canton ci-devant français d’Eupen dans le duché de 
Limburg et en suivant la limite occidentale de ce canton dans la direction du nord, 
laissant à droite une petite partie du ci-devant canton français d’Aubel se joint an 
point de contact des trois anciens départements de l’Ourthe, de la Meuse inférieure 
et de la Roer.

















　ウィーン議定書の調印から 1 年が経過した 1816 年 6 月 26 日、オランダとプ






28） Gemeinde Kelmis （Hrsg.） Zur Geschichte von Neutral Moresnet 1816-1919. S.7 参照。




る。Museum Vieille Montagne, Kelmis 常設展示資料参照。


















の論争中の領域」（das strittige Gebiet von 
Moresnet） あるいは「中立モレネ」（Neut-
ral-Moresnet） と呼ばれ、以後、国家に類似





元来のモレネ村 （Moresnet） である（図 8 参照）。プロイセン領モレネは中立
モレネの東側とリエージュ街道の南側に位置し、その名の通りプロイセン帰属













戸ほどの家屋しかなく、住民数も 256 人に過ぎなかった31） （Pauquet 2018）。
　中立モレネでは、他のヨーロッパ諸国とは異なる奇妙な状況が数多く観察さ














Deutschlandfunk: „Amikejo, Ort der Freundschaft“ – Wie mit Esperanto Staat 

























め、厳密な意味での共同管理区域とは異なっていた （Malvoz 1983: 4-5）。





33） 中立モレネの初代市長は、アルノー・ド・ラソー （Arnauld de Lasaulx; 1774-1863） 
である。ラソーは 1802 年から 1816 年までフランス統治下のモレネ自治体の市長 










け 19 世紀後半以降、その傾向が顕著であった （Pirlot 1990: 7）。なお、中立モ
レネは暫定的に生じた区画であり、100 年以上も存続するとは想定されていな
かったため、独自の法律が存在しなかった。この領域ではフランス帝政期のナ
ポレオン法典 （Code Napoléon）、つまり 1804 年の民法典 （Code Civil） と




















エイユ・モンターニュ亜鉛採掘鋳造株式会社 （Société des Mines und Fonde-
ries de Zinc de la Vieille Montagne; 略称VM）36）となり、亜鉛の需要がヨーロッ
パ全体で高まりつつあった 19 世紀半ばに絶頂期を迎えた （Pauquet 2018）。採
掘には水車や蒸気機関も用いられ、坑道の深さは地下 65 m に達した。アルテ
ンベルク周辺には、鉱山の管理棟、鉱石搬出用の線路、鉱石洗浄用の水槽、亜
鉛鋳造工場も付設された。このような鉱山施設の充実と技術的な進化によっ
て、VM は 1850 年には 29,993t のガルマイを産出し、1869 年には 2,467t の亜鉛
の延べ棒を生産している。労働者の数は増加の一途をたどり、1858 年には企
業全体で約 1,400 人の従業員がいたと言われている （Schmitz 2018: 14）。これ
に伴って、中立モレネの人口は 40 年間で 10 倍に膨れ上がった。1857 年の家屋









35） Gemeinde Kelmis （Hrsg.） Zur Geschichte von Neutral Moresnet 1816-1919. S.12 参照。
36） この会社は、リエージュ近郊のアングラー （Angleur） を本拠地とし、先述のフ













士39） （Dr. Wilhelm Molly; 1838-1919） と、ピレネー山脈に近いフランスのサ
ン・ジロン （St. Girons） 出身でアーヘンに長年居住していたギュスターヴ・
ロイ教授40） （Prof. Gustave Roy; 1859-1943） であった。モリー博士の孫にあた




（1898 年）、スイス（1903 年）、ドイツ（1906 年）など、各地でエスペラント協
会が設立された。またこの頃、世界エスペラント大会 （Esperanto-Weltkon-
gress） というエスペランティスト41）の交流の祭典が各地で開催されるように
38） Museum Vieille Montagne, Kelmis 常設展示資料参照。
39） ナポレオン時代の法律では、鉱山労働者はその他の労働者よりも手厚い医療を受け
なければならないと定められていた。そのような理由から、モリー博士は VM に
医師として雇用されていた。Belgischer Rundfunk （BRF） : Neutral-Moresnet – ein 
Kuriosum europäischer Geschichte. ［Radiosendung, 15.01.2016］ （https://brf.be/
regional/954037/） 参照。
40） Deutschlandfunk: „Amikejo, Ort der Freundschaft“ – Wie mit Esperanto Staat 
gemacht werden sollte. ［Radiosendung, 12.05.2008］ （https://www.deutschland-
funkkultur.de/amikejo-ort-der-freundschaft.3720.de.html?dram:article_id=190076） 
参照。
41） エスペランティスト （Esperantist） とは、エスペラントの話者を指す。
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なった。第 1 回世界エスペラント大会が 1905 年にフランス、ブローニュ ＝シュ





1887 年にポーランドの眼科医ザメンホフ （Ludwik Lejzer Zamenhof; 1859-
1917） によって考案された計画言語 （Plansprache） である。計画言語とは、そ
の語彙体系や文法体系が人工的に計画され、構築された言語を指す。計画言語























　（ 1 ）　a. skrib-o Schrift （名詞）
　　　　b. skrib-a schriftlich （形容詞）
　　　　c. skrib-e in schriftlicher Form （副詞）
　　　　d. skrib-i schreiben （動詞不定詞）
　（ 2 ）　a. progress-o Fortschritt
　　　　b. mal-progress-o Rückschritt
　（ 3 ）　a. san-a gesund
　　　　b. mal-san-a krank
　（ 4 ）　a.poem-o Gedicht
　　　　b.poem-ar-o Gedichtsammlung
　（ 5 ）　a. koleg-o Kollege
　　　　b. koleg-ar-o Kollegenschaft
43） （1）-（5） の例は Österreichische Nationalbibliothek, Esperantomuseum, Wien 常設
展示資料から引用。
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　（ 1 ） のように、エスペラントでは接尾辞によって品詞が区別される。すな
わち、-o は名詞、-a は形容詞、-e は副詞、-i は動詞の不定詞を示す。また、
（ 2 ） と （ 3 ） のように mal- という接頭辞を付加することで反対概念を表す語

















んに取り上げられた46）。1908 年 1 月 1 日から 3 月 31 日の 3 ヶ月間には、150 以
44） 当時の市長はフーベルト・シュメッツ （Hubert Schmetz） という人物であった。彼
は 1885 年から 1915 年まで中立モレネの市長を務め、同時にプロイセン領モレネの
市長を兼任していた。プロイセン領モレネの助役を務めていたモリー博士は、いわ
ばシュメッツの片腕であった。
45） 1908 年、ロイ教授は自身の構想を国外にも周知するため、フランス語 （Projet 
réalisable en six mois d’un état espérantiste indépendant: Moresnet-Neutre） とエスペラント 




















もすでに計画への支持を得ており、1908 年 8 月の第 4 回世界エスペラント大
会（ドイツ、ドレスデン）において正式な提案を行うと述べている。その後、
年 2 月 23 日にロイ教授の計画が報道されている。原文は Becker （2010: 66） を参照
のこと。
47） Neues Wiener Journal. 12. Februar 1908. S.6. Wien. （http://anno.onb.ac.at/pdfs/
ONB_nwj_19080212.pdf） より引用。なお、記事の検索にはオーストリア国立図書
館の ANNO-Suche （http://anno.onb.ac.at/anno-suche/） を用いた。







ルミスからは直線距離で 85 km ほどの場所にある。第 1 節の図 1 も参照のこと。
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　3.3.3 で見たように、アルテンベルク鉱山は VM のもとで 1850 年代に隆盛を
誇り、中立モレネに大きな経済的繁栄をもたらした。しかし、菱亜鉛鉱の枯渇
によって、その後次第に衰滅へと向かっていった。Schmitz （2018: 14-15） に
よれば、1858 年にはアルテンベルク鉱山の地上での露天採掘作業が終了し、
1884 年には地下での坑内採掘作業も終了している。これに伴って、亜鉛鋳造
工場も 1885 年に閉鎖された。VM はケルミスの周辺部（ベルギーのウェルケ
ンラートやプロイセンのロンツェンなど）でも採掘の認可を受けていたため、



























極小国家の経済を支える基盤となりうる。そこで、1903 年 8 月、中立モレネ















































る直前の 1908 年 8 月 13 日には、中立モレネで記念式典が開かれ、独立国家ア








Deutschlandfunk: „Amikejo, Ort der Freundschaft“ – Wie mit Esperanto Staat 
gemacht werden sollte. ［Radiosendung, 12.05.2008］ （https://www.deutschland-
funkkultur.de/amikejo-ort-der-freundschaft. 3720.de.html?dram:article_id=190076） 
参照。
56） Österreichische Volkszeitung. 18. August 1908. S.10. Weltchronik. Warnsdorf  
（Varnsdorf）. （http://anno.onb.ac.at/pdfs/ONB_oev_19080818.pdf） より引用。






























58） Deutschlandfunk: „Amikejo, Ort der Freundschaft“ – Wie mit Esperanto Staat 













vielleicht, Preußen nimmer, Neutral immer というスローガンのもと62）、中立地
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